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使
用
済
核
燃
料
の
保
管
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

使
用
済
核
燃
料
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
稠
密
貯
蔵
、
乾
式
貯
蔵
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
原
子

力
規
制
委
員
会
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
な
議
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

原
子
力
規
制
委
員
会
第
三
十
五
回
臨
時
会
議
議
事
録
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
原
子
力
規
制
委
員
会
臨
時
会

に
お
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
更
田
豊
志
委
員
長
代
理
（
当
時
）
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。 

 

「
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
貯
蔵
し
て
い
る
燃
料
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
。
や
は
り
こ
れ
、
実
態
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ

の
場
合
は
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
が
比
較
的
低
い
位
置
に
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
あ
あ
い
っ
た
形
で
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
貯

蔵
量
を
増
や
し
て
い
く
よ
り
は
、
乾
式
の
キ
ャ
ス
ク
に
入
れ
て
、
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
辺
に
転
が
し
て
お
く
と
い
う
と
言
葉
は
悪

い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
方
が
ま
だ
更
に
安
全
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。
」 

 

ま
た
、
原
子
力
規
制
委
員
会
第
五
十
四
回
臨
時
会
議
議
事
録
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年
二
月
三
日
原
子
力
規
制
委
員
会
臨
時

会
に
お
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
田
中
俊
一
委
員
長
（
当
時
）
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。 

 

「
私
は
基
本
的
に
、
も
う
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
な
ん
て
い
う
考
え
方
は
や
め
る
べ
き
で
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ス
ク
に
保
管
し
て
い
く
方

が
よ
り
安
全
だ
と
い
う
、
こ
れ
は
世
界
的
に
も
そ
う
い
う
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
、
ど
の
国
で
も
。
」 



 

２ 

 

 
い
ず
れ
も
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ス
ク
に
よ
る
乾
式
貯
蔵
を
勧
め
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

使
用
済
核
燃
料
の
保
管
に
関
し
、
現
状
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
稠
密
貯
蔵
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
現

存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
済
核
燃
料
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
当
初
の
設
計
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
た
貯
蔵
量
、
リ
ラ
ッ
キ
ン

グ
に
よ
り
可
能
と
さ
れ
た
貯
蔵
量
、
現
時
点
の
貯
蔵
量
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
把
握
し
て
い
る
最
新
の
情
報
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

前
述
の
と
お
り
、
当
時
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
委
員
長
、
委
員
長
代
理
か
ら
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
安
全
面
で
の

懸
念
が
示
さ
れ
、
否
定
的
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

１ 

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、
安
全
面
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
乾
式
貯
蔵
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
乾
式
貯
蔵

に
よ
る
保
管
を
拡
大
・
促
進
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震
、
火
山
噴
火
、
航
空
機
の
墜
落
事
故
、
テ
ロ
攻
撃
等
を
考
え
た
場



 

３ 

 

合
、
プ
ー
ル
に
貯
蔵
さ
れ
る
使
用
済
核
燃
料
と
原
子
炉
内
の
燃
料
と
を
比
べ
る
と
、
安
全
面
で
の
リ
ス
ク
に
違
い
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

構
造
上
、
使
用
済
核
燃
料
プ
ー
ル
の
方
が
脆
弱
で
あ
り
、
特
に
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
保
管
で
の
事
故
の
リ
ス
ク
は
大
き

く
な
り
、
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
に
つ
い
て
も
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
早
急
に
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ

に
よ
る
保
管
を
全
面
禁
止
し
、
乾
式
貯
蔵
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


